


















要約:保護者用マニュアル 3 種(夜尿・チック・夜驚)を作成し、保護者の評価を受けた。

このマニュアルはわかりやすいかという質問には、夜尿では 96%、チックは 91%、夜驚は

90%の保護者が、とてもわかりやすいあるいはある程度わかりやすいと評価した。今まで

聞いたことと異なる点があったという回答が、夜尿では 14%、チック 17%、夜驚 9%でみら

れた。異なる点としては、夜尿では今まで親の育て方や精神的な問題と考えていた、紙お

むつより布おむつがよいと聞いていた、チックでは、遺伝のことを知らなかった、親の接

し方や育て方のためだと思っていた。夜驚では昼間おこったり兄弟喧嘩をしたり怖いテレ

ビをみさせるのを無理にやめさせる必要がないことがわかった、などの記載があった。小

児心身症診療の実態調査では、小児心身症外来の初診患者の診療所用時間は 45-60 分が多

く、再診患者では 15-30 分が多かった。また心身医療研修の必要性を感じているとする回

答が 91%あった。小児特定疾患カウンセリング料については請求しにくいと感じたものが

66%おり、その理由として 1 か月に 1 回で高額であること、本人の受診が必要であること

があげられていた。


